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· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜全体連絡＞
・八戸市保健所管内でインフルエンザ注意報が発令されている。各自感染対策を徹底して行うこと。
・1月月報の締め切りが2/1(水)17：00まで。期日を守り、小嶋SGMまで報告すること。

・利用者情報に変更がある際は、1/30(月)までにデータベースを更新すること。期日を過ぎた為、終えていないスタッフは進捗を報告するように。
・今後、朝外来の申し送りを受ける際に、薬局スタッフへ当日の薬の受け取りが誰であるかの情報提供を行うこと。

・2/7　グランドホテル内で｢5歳時検診と発達障害の診療｣の研修会が企画されているため参加希望者は2/2正午までに申し込みをするように。

・これから年度末になるにつれ職員の退職・異動が多くなり、利用者様の動揺を生みやすく不安感へのフォローが必要になる。また事故が増えやすくなるため、事故のないよう更に注意・確認を徹底するように。

・立入り検査では大きな指摘事項は無かったが、今後も記録の時間帯の記載ミス、訂正印忘れ、記載者の名前記入忘れなどミスの無いよう意識すること。

＜利用者様情報＞
デイケア

・上村　正暁　様～先週25日(水)に見学をされ本日初めての体験利用を行っている。顔馴染のスタッフを見かけると立ち上がり声を掛け、自身が人見知りしやすいことを話している。ミーティング時の自己紹介では「これから就労するための準備として主治医にデイケアを勧められました。家が遠いので週に1回しか通えませんがよろしくお願いします。」と言葉をやや詰まらせながらも自分がデイケアに通所する経過について話す事が出来ている。不安や疑問点については「ドアが全部同じで何の部屋かわからないので男子ロッカーとか書いてもらえるとわかりやすい。」と話している。火曜日のプログラムには他の曜日と比較し参加に抵抗がないとの事で次回2/7（火）に参加希望している。
・古舘　ヨリ　様～本日朝8時頃に本人様より電話が有り、頭痛を理由に欠席したいことを話されている。発熱･その他の感冒症状は無くグループホーム世話人と相談し、欠席せず来所している。来所後は体調不良の訴えは無く穏やかに過ごしている。部屋の鍵を閉め忘れたとのことで早退を希望しているが自ら世話人に連絡し、鍵を閉めてもらっている。

・繁名　和恵　様～昨晩、幻聴の強さが有り就床前薬を服用せずに寝てしまい、午前3時頃に起きその時に服用したとのこと。眠気が強く体調が良くないため欠席するとの連絡が有る。昼13時頃、再連絡が有り先ほど起きたとのこと。生活リズム維持のためにも午後は寝ずに過ごすように声をかけている。

・高阪　博英　様～昨日、あおぞらCLデイケアを見学の為欠席されている。昨日のことを尋ねるとアルコール依存症の利用者様が少なく専用のプログラムが無いこと、顔見知りの他利用者様が居り気まずさが有る事を話され、今後も青陽館の利用を続けることを話されている。また、何か有った際にはいつでも相談して欲しいことを伝えている。

・田名部　一樹様～昨日、就労移行支援施設プラーナ八戸にて、ケア会議を実施。本人の意向と今後について話し合っており、本人の意向として、病状の再発防止が第一であり、第二に自身の生活サイクル（月・水・金の利用）にあった就労を希望するとのこと。プラーナ八戸への希望として、パソコンの作業について学びたいこと、デイケアへの希望としてストレス解消の場として利用したいと話している。プラーナ八戸利用日に関して、月・水曜日の利用と隔週の土曜日を利用したいとのこと。また、自身が学びたいこととしてパソコンでの作業を挙げており、今後パソコンに関するプログラムで学びたいものがある場合には、プラーナ八戸の利用日を火・木曜日に変更したいと話しており、その際には主治医と相談するよう伝えている。今後は月・水と隔週の土曜日にプラーナ八戸を利用、金曜日にデイケアを利用して行くこととしている。

デイナイトケア

・古舘　正行　様～青風荘からの情報提供で昨晩は眼光の鋭さ、独語が聞かれ、ウロウロ落ち着きなく歩いており、決められた時刻外に喫煙要求に来ていたとのこと。本日デイナイトケアでは上記行動は見られること無く穏やかに過ごしている。行動を観察し、必要に応じ介入し青風荘への情報提供を行っていく。

・古川　富蔵　様～左腰部痛を訴え本日は運動療法を欠席している。次回、主治医診察時に相談することとしている。

・倉橋　生子　様～青風荘より情報提供が有り。帰荘後、稲垣ふき様が風邪を引いているがマスクをしていない事に対して攻撃的に不満を話されている。また夕食後薬を服用せず自室に戻られた為、放送にて呼び出しをするとスタッフに対し「あんだがここに来たばかり頃、佐藤さんがむんつけて薬飲まなかった時、部屋に持って行ってあげたのに何で私には持って来てくれないの」と威圧的に話され、服薬を済ませると自室に戻っているがその後すぐ、謝罪に来られ振り返りをしているとのこと。本日は表情穏やかで変わった様子は無く過ごしている。

ナイトケア

・八木橋　牧雄様～普段の来所時刻より遅れて来所しており理由を確認すると「何もせずに寝てて、ついさっき起きたところだ」と話しており、身体不調は特にないとのこと。バイタルサインの異常や酒臭、顔面紅潮はなく、手指振戦は軽度となっている。来所後普段通りに抗酒剤を服用しており、時間が経過しても体調不良を訴えることや異常は見られていない。酒臭は無いが衣服からかすっぱさの有る臭いがしている。再飲酒時など都合の悪い事実は隠してしまう傾向がある為、責める姿勢ではなく優しく傾聴する姿勢で関わりを続けていく。

＜外来情報＞

・吉田　富秋　様～風邪でデイナイトケアを休んだ話をしている。今は体調は良いとのこと。
・大下　良悦　様～家事や金銭管理が出来ていることを報告している。真面目過ぎても疲れる為、適度に力を抜くようにアドバイスを受けている。
・小野寺　ノリ様～左側頭部に直径3.5㎝の腫脹が確認でき、発赤・熱感はなし。疼痛もなく笑うのみ。様子観察となる。
・山田　隆雄　様～食事に関しては、必要以上におかずを気にしている様子があるとのこと。毎回のように薬を4週間分処方してほしいと話しているが、毎回2週分の処方であることの説明を受けている。
・袴田　淑子　様～青風荘で、寝ながらお菓子を食べていることがあるとのことで、指導を受けている。4/12松橋眼科を受診する予定とのこと。左足の表皮剥離は改善傾向とのこと。
・下妻　康貴　様～今日はランチしてから帰りますと話している。
・浅坂　政美　様～最近寝つきが悪いため、強い薬を希望している。強い薬だと副作用の可能性があるため、ゾルピデムが臨時薬として処方となる。
・浜辺　信明　様～1人での外出訓練は順調であることを報告している。現在、幻聴は最高100とすると現在は20で前回より良くなっていると話している。
・庭田　美紀子様～特に変わりなしと話している。トイレ覚醒はあるが、夜は眠れているとのこと。
＜勉強会＞(抜粋)

「誤投薬・薬関係の事故防止ポイント」（医療安全委員会　赤坂さん）

○誤薬とは｢誤投薬｣と「誤服薬」に大別される。

「誤投薬」…医師が処方により薬剤師が調剤した薬を看護者が患者様に服用させる課程で起こる事故を言う。

｢誤服薬｣…服薬者が薬の事故管理の元で誤って服薬してしまうことを言う。しかし入院・通所患者様の事故服薬管理における誤服薬は看護者の確認の不十分さが発生原因になることも多い。

○誤薬の予防・対策

· 与薬カートへのセットが終わったら異なる看護者が確認をする(ダブルチェック)

· 投薬時、患者様の名前を尋ねる

· 投薬後は一覧表に服薬したことのチェックをする

· 投薬終了後は残薬チェックを行う

· 薬剤管理の工夫

· 途中で中断せず最後まで投薬を行う

· 思い込みや過信を防ぐ為、ダブルチェックを確実に行う

